広告企画を担当している経営者・スタッフの皆様。いつもお疲れ様です。広告企画は、骨の折れる仕事です。
協力者として、専門の広告プランナーの力を借りている方は、ごく一部の方に限られていると思います。

多くの場合、広告代理店・印刷会社の営業マンやグラフィックデザイナーさんが協力者になっているのではないでしょうか。
それぞれに注意しておくべきことがあります。紙面の都合上、詳しくはお伝えできませんが、私がこれまでに気づいた「反応率を高める広告テクニック」を簡単に紹介させていただきます。
■協力者が広告代理店・印刷営業マンの場合

営業マンなのでノルマがあります。営業マンの宿命です。彼らの使命は新聞広告の枠を完売すること。自社の印刷機を稼動させることです。

人望・能力の優れた営業マンも大勢いると思いますが、ノルマ達成のためだけに仕事をかき集めている営業マンも少なくないと思います。明らかに後者に当てはまる営業マンは、協力者とは言えません。別の協力者を見つける必要があります。

■協力者がデザイナーの場合

多くのデザイナーさんは、広告主様に、

「御社の利益・売上げアップのためにデザインさせていただきます」と言ってくれると思います。

でも、デザインが上手なだけで本当に御社の売上・利益アップに協力できるのでしょうか。

綺麗なデザインをつくるだけで合格点をもらえた、幸せな時代は終わりました。

デザイナーの実力差がはっきりと出る時代です。現実に利益・売上を創り出す企画・デザインが求められています。
しかし、多くのデザイナーさんは、お客様を集めたり、販売したり、契約する経験をほとんど積んでいません。経験がないとしても、せめてその勉強をしているデザイナーさんとおつき合いしないと、反応率の高い広告、売上利益を伸ばす広告づくりは難しいのではないでしょうか。

御社の集客・販売・契約のことを真剣に考えてくれるデザイナーさんを見つけましょう。この差は想像以上に大きいと思います。
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